
鳥取県立船上山少年自然の家 主催事業 
 

令和４年度「船上山スキルアップセミナー①②」実施報告書 
 

Ⅰ 事業の概要                  

１ 期 日   

スキルアップセミナー① 令和４年５月１４日（土） 

スキルアップセミナー② 令和４年５月２８日（土） 

 

２ 日 程   

 

３ ねらい 

・学生たちが船上山少年自然の家の主催事業「ちっちゃい探検

隊」についての理解を深める。 

・ちっちゃい探検隊へとつなげていくために、少年自然の家の様々

な活動プログラムを体験する。 

・グループでの体験活動を通して、学生同士の親睦を深める。 

 

４ 対  象   学生ボランティアとして活動することができる大学生 

 

５ 参加者数  

スキルアップセミナー①１４名 

（島根大学１１名、鳥取看護大学２名、鳥取大学１名） 

  スキルアップセミナー②１５名 

（島根大学１２名、鳥取看護大学２名、鳥取大学１名） 

 

Ⅱ 実施状況 
令和元年度までは１泊２日で実施していたスキルアップセミナー①②

を今年度も日帰りにて実施した。 

【スキルアップセミナー①】 

過去の「スキルアップセミナー」や「ちっちゃい探検隊」の映像を全員

で視聴した。ちっちゃい探検隊①に向けての取り組みとして、このスキル

アップセミナー①②があることを、共通理解することができた。 

交流レクリエーション、イニシアチブゲーム、野外オリエンテーリング、

ニュースポーツを実際に体験してもらい、学生同士の交流を深めると同
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時に、子どもたちと活動するときのポイントも伝えることで、ちっちゃい探検

隊を意識しながら活動に取り組んだ。 

別れのつどいでは、車座になって一人一人の取り組みの感想を話して

もらった。どの学生からも前向きな感想が聞けて嬉しく感じた。 

 

【スキルアップセミナー②】 

スキルアップセミナー①から連続参加の学生１０名以外に、新たなメン

バーを５人迎えスタートした。 

はじめに、過去のスライドショーなどで、ちっちゃい探検隊①の説明を

行い、学生の役割分担を行った。学生たちは積極的に役割に立候補し、

スムーズに役割を決めることができた。 

残りの時間は、すべてちっちゃい探検隊①での活動内容と同じ内容で

実際に体験を行った。手裏剣づくり、館内・野外オリエンテーリングを体験

しながら、本番で子どもたちにどう関わるのか、自分の役割分担に沿って

イメージをする時間となった。 

別れのつどいでは、今回も車座になって感想を話してもらった。本番に

向けてがんばろうという気持ちが伝わる言葉が多く、ぜひ、この思いをち

っちゃい探検隊につなげていってほしいと感じた。 

 
Ⅲ 総 括 
１ 参加者の感想（抜粋） 

・同じゲームでも、セット数や目標を変えることで、大学生でも小学校

低学年の子どもでも楽しめるようになるからすごいと思いました。ゲー

ムや昼食を通して、みんなと仲良くなれて良かったです。（スキル①） 

・実際に当日の流れを確認して、体験したからこそ分かる難しさや、危

険の伴う場所を理解することができました。（スキル②） 

・スキル①の時よりも、学生同士のコミュニケーションも増えていた気が

して、とてもいい傾向だなと思いました。また、自分以外の学生ボランテ

ィアの人たちから、積極性や苦手な事にも挑戦していく向上心など、学

ばせてもらうことが多かった１日となりました。（スキル②） 

 

２ 成 果 

・学生が主体的に取り組む姿が多くみられて良かった。「子どもたちの

目線」での気づきが見られ、とても素晴らしいと感じた。 

・この日程でのスキルアップセミナー①②が２年目となった。限られた

時間の中で、学生が主体的に取り組む「ちっちゃい探検隊①」に向け

て、学生の意識づくりができて良かった。 

 

３ 課 題 

・スキル②では、実際に学生が練習する時間が少なかった。本番に向

けての練習時間をもう少し確保できればより良かった。 

・スキル①から、ちっちゃい探検隊①までの、３回連続参加の学生を確

保できるように募集方法を工夫改善する余地がある。 


